
補助事業番号：  21-1-106 

補助事業名：   平成２１年度 自転車利用の環境促進補助事業 

補助事業者名：  財団法人 日本自転車普及協会 

 

１．補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 自転車を利用することにより、豊かな自然と快適な生活環境を確保し、健康で明るい

社会づくりのため自転車利用の環境促進を図り、もって公益の増進に寄与する。 

（２）実施内容 

ア．自転車月間事業 

 平成２１年度及び平成２２年度自転車月間の推進について協議するため、自転車月間

推進協議会総会をはじめとする諸会議を実施した。また、「自転車月間」および月間趣旨

のより一層の普及啓発を図るため「自転車の日」記念行事を開催し「小中学生絵画・作

文コンクール」を始めとする種々の催事を執り行なった。 

イ．自転車乗用環境の整備改善に関する事業 

 自転車駐車場の急速な整備の必要性があり、かつ効果が高いと認められる香川県善通

寺市と熊本県合志市を選定し、自治体と協力して自転車駐車場を設置した。 

ウ．自転車乗用環境の整備改善に関する啓発等事業 

 バイコロジー運動の推進を図るためにバイコロジーをすすめる会地方組織に対し活動

助成金を交付したほか、バイコロジー地方組織の統一活動として交通ルールの遵守と自

転車乗用マナーの向上を訴えるキャンペーン活動を春・秋の全国交通安全運動期間中お

よび５月の自転車月間にて実施し、バイコロジーの全国的な普及啓発を図った。 

 また、キャンペーンにおいて配布するグッズ（反射シール）を作成し、バイコロジー

地方組織に配布した他、バイコロジー地方組織の活性化を図るため、福井県福井市にお

いて「バイコロジー・シンポジウム in ふくい」を開催した。 

エ．自転車利用の環境促進に関する広報 

 「自転車月間」の周知浸透を図るため、新聞を活用した広報活動を実施したほか、次

年度の小中学生絵画作文コンクールの作品募集に係る事前告知ＰＲを実施した。 

 

２．予想される事業実施効果 

ア．自転車月間事業 

 自転車月間事業を円滑に推進することにより、自転車月間の趣旨が広く一般に浸透・

定着していくことが予想され、「自転車の日」記念事業を通じて、国民における自転車の

安全利用意識の向上が期待できる。 

イ．自転車乗用環境の整備改善に関する事業 

 本年度においては、香川県善通寺市に１６５台、熊本県合志市に３００台収容の施設



を設置した。これにより、同地域における放置自転車の解消につながるとともに、周辺

自治体においても波及的に自転車駐車場の整備、自転車放置対策が促進すると予想され

る。 

ウ．自転車乗用環境の整備改善に関する啓発等事業 

 現在の社会状況に合致したバイコロジー運動のあり方、基本的な位置づけ、推進体制等

を確認しつつ、中央団体・各地方組織ともその基本に添った具体的実践活動を展開してき

たことから、バイコロジー運動のより深い浸透が図られるとともに、今後は国及び地方自

治体における自転車乗用環境の整備促進や自転車の健全な普及が進むものと予想される。 

 また、バイコロジー・シンポジウムを開催したことにより、各地域におけるバイコロジ

ー運動の普及推進が進み、地方組織の一層の活性化、拡充が期待できる。 

エ．自転車利用の環境促進に関する広報 

 新聞を活用した広報の結果、自転車月間の趣旨がより一層浸透し、自転車安全利用の一

層の促進が期待できる。 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

・平成２１年度自転車月間「自転車の日」記念行事事業報告書 ３００部作成 

・平成２１年度自転車月間「自転車の日」記念行事  

『サイクルドリームフェスタ２００９』開催告知チラシ      ２，０００部作成 

・平成２０年度自転車月間小中学生絵画作文コンクールチラシ ３０，０００部作成 

・           〃            ポスター ３００部作成 

 

４．事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 財団法人 日本自転車普及協会(ニホンジテンシャフキュウキョウカイ) 

住  所： 107-0052 

東京都港区赤坂１－９－３ 

代 表 者： 会長 阿部 毅一郎(アベ キイチロウ) 

担当部署： 事業部 

担当者名： 部長 山本 耕治(ヤマモト コウジ) 

電話番号： 03-3586-3278 

Ｆ ａ ｘ：  03-3586-9782 

E-mail ：  jifukyo@jifu.jp 

ＵＲＬ ： http://www.bpaj.or.jp 
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